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研究目的 
本近年，交通事故防止のための安全運転支援の研究が盛んに行われている． 
これらの研究にはレーザレーダを用いた研究は歩行者の周期を用いた歩行者検
出，車両の形状を用いた車両検出などがあるが，移動物体を歩行者，または車
両に制限した検出であるため，個々の検出しかでないという問題点がある．そ
こで本研究では歩行者，二輪車，車両の危険予測をおこない安全運転支援をお
こなうために，移動物体を歩行者，二輪車，車両として認識することを目的と
する． 
 
評価方法 
本研究では次のレーザレーダを用いた．仕様は周波数 10Hz，分解能 0.5 度，
波長 905mm である．レーザレーダの検知角は 240 度であり位置データとして
奥行，横幅，高さのデータを得る。 
 
所属領域の製作 
本研究では移動物体を歩行者，二輪車，車両として識別し認識するために，
予め用意した所属領域と照合する．所属領域製作には，予め目視により歩行者，
二輪車，車両と識別した特徴点のサンプルデータを用いる．また，識別を行う
方法として SVM(Support Vector Machine)により得られた識別平面を用いる．  
 
提案手法 
まず，レーザのデータから移動物体と静止物体を分類する．次に移動物体の
特徴点である長さ、クラスタの平均値、円形度を求める。最後に求めた特徴点
を所属領域と照合し歩行者、二輪車、車両の認識をおこなう。 
 
 
 
 
 
 検出結果 
提案手法により未分類の移動物体のデータを用いて認識を行った．まず，レ
ーザレーダから移動物体までの距離が 5m 以内，5m 以上 20m 未満，20m 以上
50m 未満のデータに対して処理を行った．認識結果は List 1.1 である． 
 
 
認識率 
  
距離 歩行者 二輪車 車両 
5m 以内 98% 86% 79% 
5m 以上 20m 未満 100% 80% 78% 
20m 以上 50m 未満 100% 58% 70% 
List1.1：認識結果 
 
結論と課題 
レーザレーダに制限したデータから歩行者，二輪車，車両を認識することが
できた．課題として距離による誤認識と複数の歩行者が纏まって歩行する場合
の誤認識があげられる． 
